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右の図のように，1 辺が 6cm の正四面体 OABC の 4 つの面に球が接して

いる。このとき，次の各問いに答えよ。 

（1）底面 ABCと球の接する点を Dとするとき，線分 CDの長さを求めよ。 

（2）球の半径を求めよ。 

（3）4つの辺 OA，OB，AC，BC上にそれぞれ OP = OQ = AR = BS = 2cm 

となる点 P，Q，R，Sをとる。四角形 PQSRをふくむ平面で球を切ったとき，球の断面積を求め

よ。ただし，円周率は πとする。 （早稲田実業高） 

 

 

 

 

 

（1）点 Dは，正四面体の頂点 Oから底面に下ろした垂線の足と一致し， 

「塾技 80 例題」より，底面の正三角形 ABCの重心と一致する。 

よって，「塾技 59 （1）」より， 

 

（2）「塾技 80（2）」および「塾技 72  」より， 

 

求める球の半径を rとすると，「塾技 89」より， 

 

 

（3）ABの中点をM，PQの中点を Nとすると，図 1より，ON：NM = MD：DC = 1：2 

よって，四角形 PQSRをふくむ平面で球を切断したとき，点 D は RS上にあることがわかる。 

球の中心を I，面 OABとの接点を Eとし，I，D，Eを通る平面で切り出すと，図 2のようになる。 

Iから線分 ND に垂線 IHを引くと，Hが求める球の断面の円の中心となるので，求める円の半径 

は DHとなる。Nから OD に垂線 NJを引くと，△DHI∽△DJNより，DI：DN = DH：DJ 

「塾技 80（1）」より，    

一方，   

よって，DI：DN = DH：DJ 

  

 

求める断面積は， 

 

 

 

 

塾技89 内接球（2） 難 
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